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Ⅰ は じ め に
近年，保育の動向はめまぐるしく変化する中，子育てを巡る課題解決を目指すべく，「子ど
も・子育て支援新制度」1）において，幼保連携型認定こども園を学校及び児童福祉施設として
の法的位置付けを持つ施設として改められた。運営にあたっては，質の高い教育・及び保育を
提供することを観点に，「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」が策定（平成26年）され
た。また，「就学前の子どもに関する教育，保育等の総合的な提供の推進に関する法律の一部
を改正する法律」（改正認定こども園法）の下に，幼保連携型認定こども園における「保育教
諭」が示された。「保育教諭」は，幼保連携型認定こども園における保育者の職員の名称であ
り，幼稚園教諭免許状と保育士資格の併有が求められる。同時に，保育者・教育者のより高い
専門性は求め続けられている。このような経緯の中，これからの保育者養成校について山田
（2014）2）は，これからの子育て支援社会で果たすべき役割についての視点に立つべきであるこ
とを示唆する。つまり，新たな就学前保育施設に応じた養成や専門性についての検討は避けら
れないことを意味する。また，保育教諭の養成課程について，高橋（2016）3）は，これまでの
幼稚園教諭と保育士の養成を単純に合わせるだけではなく，新たな視点を組みながら養成課程
を組み直すことが必要であると述べている。筆者はこれまで，上述の保育の動向に対応できる
幼稚園教諭・保育士の養成（以下，保育者養成）を目指し，授業の実践を検討してきた。本稿
では，筆者の担当する科目「保育内容総論」において，保育教諭を考慮に入れ「幼保連携型認
定こども園教育・保育要領」4）を用いた授業の実践過程を示し，学生の学びの過程や理解につ
いて学生の記録から検証することとする。これまでの授業実践や養成の立場において意識すべ
き点は，専門職として職務につくことに留まらず，キャリアパスを目指すことの前段階として
の養成であることとする。つまり，学生のキャリア形成の素地を作る時期であるといえる。保
育の質を保証するための専門性が求められている事は先にも述べたが，矢藤（2016）5）は，養
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成課程の修了とそれに伴う資格・免許の取得は，専門職としての完成を意味しないと述べる。
つまり，就職後にも専門的な学びを継続し，維持・向上することが必然であるとする。ともす
れば，入学から卒業までの期間はもとより，卒業後も学び続ける教員・保育者としての意識を
持たせる養成が必要である。これらは，保育士養成課程等の改正について（中間まとめ）6）に
おいても，保育士養成課程等における今後の検討課題に，保育の専門性の構築と保育士のキャ
リアアップについて挙げられており，「養成施設での基本的な学習の上に，現任研修が重ねら
れていくことが望まれる。」としている。このことは，2年間の養成課程で身に付けた基礎を，
保育の実践を通し，またそれらを深めながら継続的に学び続ける姿勢で取り組むことにある。
さらに，「遊びや環境を通した子どもの遊びを促し，深めていくことや子どもを観察するため
の知識や技術，保育の環境を構成することについての専門性を持つことが重要であり，保育士
の養成の方法等について，さらに検討する必要がある。」と記載される。養成段階においては，
保育の基礎を身に付け保育者の専門性の構築の開始時期となることはもちろんである。さらに，
学生自身が自らの課題を持ち，保育の動向に意識を向け継続的に学び続けるための素地を作る
ことが重要であるといえる。
Ⅱ 研 究 の 目 的
1 幼保連携型認定こども園の設置等の推移から
平成28年4月1日における認定こども園の設置数7）は，全国で4,001施設である。内訳は，
幼保連携型が2,785施設，幼稚園型が682施設，保育所型が474施設，地方裁量型が60施設であ
る。各都道府県別にみると，本学科の設置する地域である北海道で206件である。また，これ
までの全国の設置数の推移を見ると，平成23年では総数762施設，平成24年は909施設，平成25
年は1,099施設，平成26年は1,360施設，平成27年には2,836施設である。また，全国の指定保育
士施設の卒業者（保育士となる資格取得者）の就職状況8）においては，平成27年度で41,712人
の卒業生に対して保育所及び幼保連携型認定こども園への就職者数は，22,953人であり，全体
総数の55％である。また，種別を分けて見ると，短期大学においては養成施設が240か所のう
ち，卒業生24,384人対して，保育所及び幼保連携型認定こども園への就職者数は，14,352人で
あり，58.9％を占める。もちろん，本学科においても概ねの学生が保育士資格と幼稚園教諭二
種免許状を取得することから，必然的に資格・免許取得にかかわる実習や，卒業後の進路先と
しても幼保連携型認定こども園での実践が求められるのである。学生が幼保連携型認定こども
園についての理解をさらに深められるよう授業展開の工夫が必須であるといえる。
2「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の策定及び改定の経緯から
現行の幼保連携型認定こども園教育・保育要領は，平成26年に策定（告示）され，平成27年
4月に施工された。教育・保育要領は，「子ども・子育て支援新制度」の一環として創設され
た幼保連携型認定こども園の他に，全ての認定こども園においても教育・保育要領を踏まえる
清水：「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」を用いた「保育内容総論」の授業実践84
こととされている。つまり，高い教育及び保育を提供するために，大きな意義を有していると
示されているのである。策定の背景や基本的な考え方9）には，幼稚園教育要領（平成20年文部
科学省告示第26号）及び保育所保育指針（平成20年厚生労働省告示第141号）との整合性の確
保や小学校における教育との円滑な接続へ配慮することにある。方針は，教育と保育が環境を
通して行うことが基本であることを踏まえていることにある。また，小学校教育との円滑な接
続に配慮することとして，小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながるよう，乳児期にふ
さわしい生活を保障しようとするものである。それらは，創造的な思考や主体的な生活態度の
基礎を培えるようにしたことである。そして，幼保連携型認定こども園として特に配慮すべき
事項に，0歳から小学校就学前までの一貫した教育，及び保育を発達の連続性を考慮して展開
することとある。また，一日の生活の連続性及び生活リズムの多様性に配慮することと保護者
の生活形態を反映しながら一人一人の状況に応じ保育の展開がなされるようにすることなどで
ある。「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の他，「保育所保育指針」・「幼稚園教育要
領」の策定及び改定の経緯は，表１10）の通りである。
3「保育内容総論」の教授内容から
指定保育士養成施設指定基準11）の5教育課程において，「保育内容総論」及び「保育内容演
習」については，次のように掲げられている。保育所保育指針（平成20年3月28日厚生労働省
告示第141号）における保育の内容を考慮して，保育所保育の特性である養護と教育が一体と
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表1「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」の策定及び改定の経緯
時 期
幼保連携型認定こども園
教育・保育要領
幼稚園教育要領 保育所保育指針
昭和31年2月 幼稚園教育要領編集
昭和39年3月 改訂幼稚園教育要領①（告示）
昭和39年4月 改訂幼稚園教育要領①（施行）
昭和40年8月 保育所保育指針策定（施行）
平成元年3月 改訂幼稚園教育要領②（告示）
平成2年3月 第1次改定（通知）
平成2年4月 改訂幼稚園教育要領②（施行） 第1次改定（施行）
平成10年12月 改訂幼稚園教育要領③（告示）
平成11年10月 第2次改定（通知）
平成12年4月 改訂幼稚園教育要領③（施行） 第2次改定（施行）
平成20年3月 改訂幼稚園教育要領④（告示） 第3次改定（告示）
平成21年4月 改訂幼稚園教育要領④（施行） 第3次改定（施行）
平成26年4月
幼保連携型認定こども園
教育・保育要領（告示）
平成27年4月
幼保連携型認定こども園
教育・保育要領（施行）
なった保育の内容が習得できるよう，科目の開設に配慮すること。また，現行の保育士養成課
程における「保育内容総論」の教授内容12）に掲げられた目標には，保育所保育指針の各章のつ
ながりを読みとり，保育の全体的な構造を理解することが掲げられている。それらは，具体的
な保育実践につなげて理解することを示されている。また，保育の多様な展開について具体的
に学ぶことも掲げられている。これらをふまえ，筆者の開講する「保育内容総論」においては，
授業のねらいは次のように示している。「保育の内容は，子どもの生活全体を通して養護（生
命の保持，情緒の安定）教育（健康・人間関係・環境・言葉・表現）が一体的に展開されるも
のです。授業では，多様な保育の展開について具体的に事例を通して学び，実践，考察しなが
ら理解します。」つまり，子どもの生活全般を見据えた中で，子ども理解はもとより子どもが
安心して過ごせる環境構成やそこにかかわる保育者の姿や配慮について，学生自身がイメージ
を持てるような学びが必要である。そこで，学生自身が遊びを実践することと考察することを
繰り返して学びを深めていく授業展開をおこなっている。遊びを実践することから，遊びを知
り，そこから子どもの姿や，保育者の姿やかかわり，環境構成など，様々な立場の視点から物
事を見ることができるのである。したがって，これらを繰り返すことにより，総合的な観点か
らとらえることや，考えることを意識付けるのに有効な方法であるといえる。具体的には，保
育の内容，5領域のつながり，子ども理解，保育者のかかわり，保育の展開と計画，配慮事項
等についての理解を期待するものである。本研究では，前に述べた保育の動向に応じられるよ
う授業展開の工夫を検討し，これまで教材として用いてきた保育所保育指針，幼稚園教育要領
に加え，幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下，教育・保育要領）を用いた授業実践
を示すことにある。ここでは，教育・保育要領を読み解くことや用いることへの契機となるよ
うな働きかけをすることである。つまり，学生自身が意識を向け，学生自身の視点で関係箇所
に気付いていくことや，内容を紐解いていくことを期待するものである。
Ⅲ 方法と授業の展開
1 方法と枠組み
対象は，本学科の学生で「保育内容総論」（演習）の履修者であり，保育士資格と幼稚園教
諭二種免許状の取得希望者である。科目は，本学科の卒業必修科目として位置付けられている。
実施年月は，2016年9月～2017年1月末までの後学期に15回開講のうち，教育・保育要領を用
いた授業展開について示す。履修人数は122名であり，講義は50名以下で3展開にて実施する。
授業展開の枠組みと内容は，表2の通りである。
2 授業の展開と計画
【保育の内容と5領域について】では，保育の内容の構成や保育者の配慮や5領域のつなが
りの読み取りが，より深く，幅広く理解できるようにする。学生自身が実体験を通して，5領
域を理解できるように，遊びの実践と振り返りを交互に積み重ねていくようにする。使用教材
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は，保育所保育指針解説書又は，幼稚園教育要領解説とワークシートを用いておこなう。ここ
では，遊びの実践を基に振り返るとして，ワークシートの項目には，実践した遊びの素材，環
境構成，遊びの内容，心情，遊びの場面の一部分を図式で表すこととした。遊びの実践から，
子どもの視点・保育者の視点で振り返り，遊びの意味や5領域のつながりをとらえようとする
ものである。また，遊びをとらえることや読み解くことへの導きを進めるために，参考資料と
して「遊び集」（佐賀大学文化教育学部附属幼稚園）13）の一部を用いた。日常で繰り広げられる
多様な遊びや子どもの姿が詳細に記載されており，遊びを見つめるという研究テーマを基に，
長い月日をかけ積み上げてきた保育実践の成果がまとめられたものである。ここでは，この資
料を基に学生が遊びの内容を読み解きつつ，各領域との関連を考える過程をたどることに意味
をなす。
【遊びの計画】の①では，乳幼児の発達の過程を踏まえ，冬の遊びを構想するものである。
次の段階の遊びの実践にもつなげるため，ここで設定する環境は，本学キャンパスにおける中
庭である。実践日は一月末の冬の季節であることから，北海道のこの時期の外遊びの内容は，
主に雪遊びがなされる。ワークシートには，遊びの構想について図を文字で自由に記載するこ
ととした。構想の際には，保育所保育指針解説書と幼保連携型認定こども園教育・保育要領解
説を用い，次の点について確認した。ひとつめに，対象年齢の発達の過程を確認することであ
り，ふたつめには，遊びの内容と子どもの姿が本当にふさわしいかを検討するようにした。学
生が個人で検討することと，学生間で意見交換をする流れをとった。意見交換の際は，対象の
年齢と考えた遊びの内容がふさわしいのかどうかについて，教育・保育要領解説から，記載箇
所を示すなどをした。つまり，何を根拠に構想したのかということを，伝え合えるようにした
のである。②においては，遊びの計画を基に，実際に遊びの実践で活かすべく保育者の配慮や
関わりについて示すようにした。ワークシートの項目には，発達の過程，保育の内容や生活の
様子，保育者のかかわりや配慮事項の視点を挙げた。それらの項目を基に，教育・保育要領解
説から読み解いた項目やページ数を示すこととした。ここでは，こちらから学生に資料の該当
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表2 授業の枠組みと内容
授業の枠組みと段階
使用教材
（ワークシート他資料）
内容
保育の内容と5領域
について
保育所保育指針解説書
（又は幼稚園教育要領解説）
遊びの実践と5領域のつながりを振り返ることを
繰り返す。
遊びの計画①②
保育所保育指針解説書
（又は幼稚園教育要領解説）
幼保連携型認定こども園
教育・保育要領解説
①冬の遊びの実践に向けて，子どもの発達の過程
をふまえながら遊びを構想する。
②子どもの発達の過程と遊びの構想をふまえたう
えで，保育者の配慮事項等を検討する。
［課題］ソリの作成
遊びの実践
学生自身が計画した資料と
環境下
計画した遊びを実践する。子どもの姿，保育者の
姿，環境構成，安全面等幅広い視点において遊び
の実践を通して学ぶ。
振り返り
幼保連携型認定こども園
教育・保育要領解説
遊びの実践を振り返るとともに，これまでの学び
を総合的に振り返る
章や頁はあえて示さないようにした。学生自身が資料全体を読み解きながら，学生自身の判断
において関係箇所を探すことに意味があると考えたからである。また，北海道の保育現場にお
いては，冬の遊びにソリが用いられる。既成のもののほか，米袋を用いた手作りのソリの活用
も多い。そこで，学生に共有の作成課題としてソリの作成を提示した。作り方・材料について
は，学生自身が各自で調べることとした。
【遊びの実践】では，検討してきた遊びを実践する段階である。実践を通して判断力や安全
面への配慮，計画の不備等に気付く機会となる。ここでは，環境に応じながら活動を通して，
学生間の対話が自然な形でおこなわれることとなる。さらに，今後の課題について検討できる
思考が持てることが期待できる。これらの視点は次の【振り返り】につなげるものである
Ⅳ 結 果
学生の取り組みの様子と学生の記述から，結果は次の通りである。【保育の内容と5領域の
理解】については，「遊んでいる際は5領域については意識できなかったけど，後から振り返っ
てみると，こんなにつながっていることがわかった。」や「たくさんの内容と関連しているこ
とに気付いた」などの記載がみられた。
【遊びの計画】の①では，これまでの学生の経験もふまえながら多く示された。授業では，
個々の構想した遊びについて小グループで資料を基に意見交換し共有することと，全体で共有
することから考えが広がる視点がもたれた。学生の挙げた遊びの中で特に［ソリ遊び］の記載
は多く，該当年齢が3歳児から5歳児等，幅広く設定されていた。設定した根拠を，資料であ
る教育・保育要領解説から，どの箇所等を参考にしたのかについて発言することとした。学生
は，第1章－第1節－（4）－③遊びを通しての総合的な指導－ア［乳幼児期における遊び］や，
同じく第1章－第3節－3［環境を通して行う教育及び保育］などの記載内容を示し，選択の
理由の根拠となる内容を解説するなどした。一方，3歳児以下の遊びの記載は少ないことが明
らかであった。学生自身がどのような遊びができるかの想像がつきにくいことにあると考えた。
そこで，3歳児以下の雪遊びについても目を向けられるようにした。［雪の上を歩く］という
ことも遊びのひとつとした学生は，序章第2節－（2）－④［発達の過程］から抽出した意見を
述べた。ここでは，発言した学生の項目に沿って他の学生も一緒に頁を開き，他者の考えを受
けとめるとともに，自分自身の考えをすり合わせながら理解を深めていくことになるといえる。
②では，保育者のかかわりや配慮事項について焦点をあて考察する。ここでは，学生自身が検
討した遊びやイメージする子どの姿に基づいて考えていく段階である。学生の記録からは，第
2章－第3節［保育の実施上の配慮事項］や，第3章－第1節［指導計画の考え方］の全体を
通して幅広く目を向けて検討したと言える記載が多く見られた。前項でも述べたが，学生が資
料全体に目を向け，記載されている項目を自分自身の目で確認し，関係すると思われる箇所を
抽出していくことに意味があるのである。つまり学生自身が資料を読み解いて理解を深めるこ
とにつながる仕掛けであるといえる。
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【遊びの実践】においては，それぞれの計画のもと学生は各々に遊びを実践する姿が見られ
た。遊びを吟味すると共に，保育者の配慮についても意識を向けつつ実践することは，学生の
言動から確認できた。また，雪質や天候を学生自身の感覚でとらえながら，それらに応じた活
動内容へと変化させることや判断する姿が見られた。手作りのソリについては，友人間で交換
することや耐久性などにも各々が気付けるような実践がなされた。ここでの気づきや学びにつ
いては，振り返りでさらに深めていくこととなる。
【振り返り】では，学生自身の実践からなる気づきを，教育・保育要領の視点をふまえた上
で記載することを促している。学生の記録からは，次のような気づきが見られた。学生Aは，
「0．1．2歳児は，雪の上に座ったり雪をさわる，かき集める，たたくことも楽しめる。」と
これまで，なかなかイメージがしにくかったかった0．1．2歳児の遊びについて，実践や雪
の感触を感じることなどを通して，気が付いたといえる。学生Bは，「全員を見れるようにあ
まり範囲は広くない方が良いと思いました。」学生Cは，「どのルートを通り，どこが危険か
を保育者の間で共有する。」と記載され，これらの記録からは，外での遊びについて，保育者
の配慮や安全性の確保，保育者の連携についての重要性に気が付いた結果である。また，天候
や状況に応じた判断や，体温の変化などへの配慮や気づきについての記載が多く見られた。
Ⅴ 考察とまとめ
学生の取り組みと気づきから以下のことが整理される。一点目に，学生が構想することの視
点のひとつに，幼保連携型認定こども園における対象年齢に意識を向けられたことがいえる。
二点目に養護と教育の理解を基盤とし，屋外での活動から安全面や環境構成についても幅広く
検討する視点を持つことができたといえる。それらは，子どもの発達に応じた遊びを検討・吟
味することに留まらず，子どもの誘導・衣服の着脱の補助等にも意識が向けられたことにある。
さらに，構想の際や遊びの実践の際にも共通することがいえる。三点目に子ども理解はもとよ
り保育者のかかわりについても検討することができたといえる。これらは学生の思考と実践を
行き来しながらなされたことであり教育・保育要領解説を用いることを意識付けたことで，資
料の視点から保育を構想することや読み解くこと，気づくことへの促しには効果があったとと
らえることができる。しかしながら，全ての章や項目についての理解につながるまでに至って
いないことは明らかである。つまり，学生が読み解くことや，用いることへの意識付けに留まっ
ていることは今後の課題であるとされる。これについては，筆者の科目において検討する事と
同時に，保育者養成に関わる関連科目においての，科目連携のあり方の検討にも通ずるもので
あるといえる。
幼保連携型認定こども園において，［保育教諭］がおかれることは先に述べたが，その職務
を遂行するにあたっての専門性については，多くの視点において検討されている。これについ
ては，幼稚園教諭免許状と保育士資格を取得可能とする養成校の教育課程にも反映されること
である。同時に保育者・教育者の質の向上や専門性が求められる中，養成段階に身に付けるべ
89
き基礎にともなう教育課程の検討は，より一層求められているといえる。本学科においても，
現行の教育課程において2年間を通して段階的にかつ効果的に学びを積み上げていくための整
理が改めて必要であるとされる。前項で述べた保育の専門性の構築と卒後のキャリアパスを想
定し，保育の実践と理論を相互に深め合いながら，実践知を深めていける学びの道筋につなげ
ることが重要である。本稿を契機とし，今後の筆者の授業展開を再検討するとともに，短期大
学の課程における授業の配置や効果的な学修のあり方について考えたい。
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